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A Study of Sacred Site Landscape Conservation in Okinawa 
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Abstract: 

Uchima-udun (total area: 5,162 nf) is a national historic site located in Kadekaru, Nishihara Town, Okinawa Prefecture, in 

Japan. The former Lord of Uchima, Kanamaru, is believed to have lived in Kadekaru for 16 years in the mid-15th century before 

he became king of the Ryukyu Kingdom, Sho En. With its stone fence and old fukugi (Garcinia subelliptica) tree lines 

surTmmding, the old residence represents unique historic landscape on the Ryukyu Islands. Today, it also serves as a place of 

worship for local people. We conducted a vegetation survey in 20 13and measured all the trees with a height of one meter or more 

on the property and ta llied a total number of 180. Some of these trees were estimated to be more than 300 years old, and the 

majority were likely planted in the late 1830s. As it is pointed out by botanists, vegetation of this type- namely, that blends with 

artificial forests and a prototype of broad-leaved secondary evergreen forests- possesses an academic significance of lowland 

forest in the urban area. Uch ima-udun 's valuable fitguki trees were cut and pruned in May 20 15 under reasoning that typhoons 

and exposing tree roots had caused the stone fences to collapse. It was said that nearby residents had also complained about 

potential risks from typhoon-damaged trees . However, the tree cutting project moved forward without any scientific evidence 

proving that the collapsed fences influenced by tree root growth or made the trees more susceptible to typhoon damage. 

Uchima-udun 's luxuriant forest landscape will disappear if the !Tee cutting and pruning plan is completed. Many valuable old 

trees inside the Agarie (the south part ofUchima-udun) and a coalesced female and male tree at the south entrance were pruned 

and all of their leaves or branches chopped. Inadequate conservation laws are a significant reason for the ease with which the 

cutting and pruning old, historically significant trees occurs. The Act on Protection of Cultura l Proper1ies and The Landscape Act 

already exist to protect historic and cultural landscapes. However, a "historic landscape conservation ordinance", complete with 

penal provisions, is needed in each community to effectively protect landscapes at the local level. Such a local conservation 

ordinance does not exist in Japan. Tourism is a major industry in Okinawa Prefecture. Uchima-udun 's historic landscape is a 

valuable tourism resource, as well as an important sacred space. Therefore, landscape conservation ordinance at the community 

level in Okinawa is urgently required. 

Key word: utaki forest in Okinawa,fitkugi tree, historic landscape conservation 
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2 沖縄の塑域景観とその保全に関する調査研究

これらのフクギ林が、いつごろ植栽されたのか、その歴史検証に

ついては、十分に行われていない。国の史跡指定を受けている

内問御殿のフクギ林が、重要な歴史景観要素のlつとみるなら、

その由来について、科学的な恨拠にもとづいて、訓べておく必要

がある。

ところが、 2015年6月下旬頃から、この内問御殿のフクギの根元

が周辺の石垣を壊しているとして(地震で崩れたとの見方もある)、

また西側の住宅地に倒木の危険があることなどを理由に、西原町

文化財課から依頼を受けた造園業者によって、伐木や校切りなど

が行われ、数百年かけて形成されてきた聖域の景観が崩れ始め、

盆栽化したフクギ林に改悪されつつある。この状況に接して、危

機感を覚え、新聞紙上(2015年 7月 10日付の琉球新報の記事、

同年7月 14日の論壇)と同年 7月 22日付の文化庁長官宛ての

要請文などを通して、その取扱い方について注意を喚起したとこ

ろであるが、 一度決められたお役所仕事は改められることなく、事

態は最悪の方向に進みつつある。

2013年 3月、西原町文化財課からの依頼を受けて、当時、私

(仲間)が所属していた琉球大学農学部森林政策学研究室のメ

ンバーを動員して、この内問御殿のフクギ林の分布・胸高直径・

樹高なと守の悉皆調査を行一ったことがある。その成果は『西原町国

指定史跡内問御殿保存管理計画書~(平成 26 年 2 月発行) の [:1:1

に掲載されている。

これまでL切られたフクギ林はかなりの数に上っている。中には雌

雄が合体した数百年になる貴重なフクギ巨木や、米軍の焼夷蝉

を受けても今なお生き続ける戦災木もある。これらは歴史を諮る

生き証人でもある。この実態を後世の人々に伝える責務があると

考え、以下、我々が調査した資料と伐採の現状について記録し

ておくことにする。

2.調査の目的と方法と樹齢推定式

本調査は、内問御殿のフクギ林の樹齢の推定と、その分布状況

を明らかにし、そのデータから、それらの植栽年代を推定すること

を目的に行った。

調査では、 フクギ林の分布の特徴を探るために、①東江御殿、

②西江御殿、 ③東江御殿周辺、④カニマルウカー・イーソーウス

マシヌウカ一周辺、⑤西江御殿後方の 5つのエリアに区分し、そ

の中の樹高 1m以上のフクギに番号を付し、その DsH(胸高直径)

と樹高を測定し、さらにそれらの位置について、内間御殿のf簡償簡』日創i~j易

地図上にマ一キンクo可すす-る手法で

東江御殿周辺、カニマルウカー・イーソーウスマシヌウカ一周辺、

西江御殿後方の5つの地区ごとに、最初と最後の調査番号をフク

キ、に記して、その樹高、 Ds卜|を測定し、それらのデータは、各地

区ごとに整理して、以下の各節のところにまとめてある。

DßH は地表から 1 20~ 130cm のところを基準に測った。 iRlJ定高

の位置に幹のコフcや枝があった場合には、測定幹の上下の滑ら

かな幹回りを選んで測定した。フクギは2本の木が合体することが

あるので、その場合には、両方の幹の直径を図った。そのときの

測定位置は、現場の状況から判断して決めた。樹木によっては、

オオイタビのツノレ植物が幹全体に巻き村いているのがあって、そ

の巻き付-き具合を勘案して、数 cmの11置を差し引し、て計算した。と

くに西江御殿のフクギには、ツル植物で、巻きやlけられたものが多

く見られた。樹高は引出式の測梓を使って測定した。

樹齢の推定については、平田式(DsHι2x8)を用いた。この

式は、旧玉城村内のフクギ巨木の伐根(数本)から偽年輪を排除

して、本年輸を読み取り、その年輸の cm当たりの平均値から割り

出されたもので、これまでの調査で応用してきた実績から、現段

階で最も信頼度が高い、とみている。しかしながら、この式を応用

するにあたっては、自然条件等を考慮して、 20~30 年くらいのマ

イナス変動幅を想定する必要があろう。

本調査で、の樹齢の推定については、 旧玉城村と西原H町が沖縄

本島中南部の自然環境域にあることから、平田式による樹齢推定

値をそのまま使って、内間御殿の歴史と比較しながら、組栽年代

を推定することにした。

その後、琉大農学部森林政策学研究室で、県内のフクギ円盤

のサンプρ/レ(約 15本)を集め、地上高 30cmの直径から導き出し

た式がある。 地上高 30cm直径-:-2x6.2=推定樹齢。この式を使

っても、おそらくマイナス 20~30 年の誤差が考えられる。 しかし、

内問御殿の調査時点では、前掲の式はなく、平田式を応用せざ

るを得なかった。最近の台湾でのフクギ調査で、沖縄との成長量

の差がかなり大きいことが分かってきた。県内でも、沖縄本島や

八重山諸島との間では、成長量に大きな差があることが考えられ

る。また土壌・気象条件などによっても、成長量に差異が出てくる

可能性も高い。今後、 これらの条件を加味したより正確な推定式

が望まれるが、今の時点では、平回式を応用したとは言え、内問

御殿のフクギ林の多くが、禁温の三司官時代(18世紀 30年代後

半)以降に値栽されたと推定しても、大きな間違いにはならないだ

ろう、と考えている。

3.調査地の概要

内問御殿は西原町字嘉手苅の上之松に所在し、平成 23年 2

月 71=1に国の史跡に指定されている。総面積は5，162nfで、大き

く東江御殿と西江御殿の2箇所に分かれている。 この内問御殿は

金丸(後の尚円王)が内聞の領主のとき、 1454年から 1470年の

16年間に居住していた場所だと言われている。

敷地内には、独特の石積み(石垣の頂が同傾面の凸形の円い

構造)のJiI日工御殿と商江御殿の他に、搾所(東江のウビジル、西

江のウビジノレ)や井戸(東江の井戸、カニマノレウカ一、 イーソーウ

スマシヌウカ一、西江のウブガー)などの史跡が散在する。図 l、2、

3は内問御殿の位置と敷地の見取り図を示したものである。

これらの史跡を阻むようにフクギが植栽されている。フクギの巨

木は西江御殿や東江御殿に集中して林立し、屋敷を取り囲むよう

に植えられている。東江御殿のフクギは、屋敷を囲む石垣の内側

に沿って、安IJ状に植えられている。このような植え方は、1730年

代後半以降、琉球国内で形成されてして網目状計画中n客の形態
に類似したものである。

内問御殿は、歴史上、様々な形で手を加えられているが、フク

ギ林の形成を考えるための参考資料として、以下、 主な出来事を

選んで列記しておく(名嘉、 1983)。
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1454:尚恭久即位。金丸(後の尚円王)内聞の領主となる。金丸、

内問御殿に住む。

1470金丸王位につく。

年代不詳.羽地朝秀(向象賢)が旧宅(東殿)に茅葺きの建物を

作らせる。

1679:旧宅(東殿)を重修し、周囲を竹垣で囲む。

1689:東殿を樫木(イヌマキ)、瓦で重修。
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図 1沖縄本島内における西原町内聞御殿の位置

出所原図は googlemapより
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図 2西原町内間御殿への案内道路

3 

1706西原間切の農民、尚円王を追慕し、 茅葺の神殿(西江御

殿)を建てる。

(西江御殿の背後に「隠れ御殿Jと呼ばれる所がある。西江御

殿は金丸が内問御鎖之側のとき、尚徳王と対立して隠退した旧

地に建てられたカも知れないとしづ。)

1737:尚敬玉、西御殿の改修を命じる。建物は瓦葺きに改装。

屋敷周りは竹垣に。

1738:東殿の竹垣を石灰岩の切石積みに改装。

+ 
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図3内聞御殿の平面図
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E 内間御殿全体のフクギ林の樹高とその推定樹齢

調査したフクギの本数は、東江御殿の合体木 2本を含めて、全

部で 180本あった。その分布を示すと、図 4のとおりである。平均

樹高は 7.5m、平均 DBHは 21.1cm、平均推定樹齢は 84年であ

った。調査木の最大樹高は 18m、最大DB卜lは87.5cm、最大推定

樹齢は 350年、また最小樹高は 1.63m、最小 DBI寸は1.6cm、最

小推定樹齢は 6年で、あった(表 1)。

樹高と本数との関係をみると、全本数の 56%が 7m以下の下層

域を、 7~llm 未満 ( 17% ) が中層域を、 11 ~ 1 5m 未満 (24%) が

上層域を占有する、 構成になっている。15m以上の高木はわず

か4本のみである(表 2)。

次に樹齢と本数との関係について、合体木2本を含む樹木を抽

出してみると、以下のようになっていた。100年未満 121本(67%)、

100~ 150 年未満 12 本 (7%) 、 1 50~200 年未満 24 木 ( 1 3%) 、

200~250 年未満ー 15 本 (8%) 、 250~300 年未満 6 本 (3%) 、 300

~350 年未満 l 本 (1%)、 350年以上 l本(1%)。これらの樹齢分

布からみると、内問御殿にあるフクギは、 全体の 67%が 100年未

満のフクギで占められ、 200年以上の巨木は 13%程度の比率に

なっていることが分かる(表 3)。

内問御殿全体のフクギ林の歴史系譜を概観するため、収集した

データの推定樹齢の散布図(図 5)を作成してみた。推定樹齢の

マイナス変動幅を考慮して、 300年前後のフクギ林を除けば、 18

世紀 30年代後半以降に成立するフクギ林で固まれた網目状言卜

画村落の時期とほぼ重なっていることがわかる。東殿の竹垣を石

灰岩の切石積みに改装したのが 1738年となっているので、 それ

以降、とくに今から 250年前(1766年)ごろから、継続して構林さ

れている歴史事実が読み取れる。

表1 フクギの樹高・DBH・推定樹齢の最大・最小・平均(N=180)

項目 最小 最大 平均

樹高(m) 1.63 18 7.5 

DB卜I(cm) 1.6 87.5 21.1 

推定樹齢 6.4 350 84.4 

注)N=180は合体木の 2木を含めた数値である。

表 2フクギの樹高別本数とその比率

樹高(m) 本数 % 

1 ~3m 未満 14 7.8 

3~5m 未満 48 26.7 

5~7m 未満 39 21.7 

7~9m 未満 17 9.4 

9~llm 未満 14 7.8 

11 ~13m 未満 29 16.1 

1 3~ 1 5m 未満ー 15 8.3 

1 5~ 17m 未満 3 1.7 

17~ 19m 未満 l 0.6 

合計 180 100.0 

表3フクギの樹齢別本数とその比率

樹齢(年) 本数 % 

5-9 4 2.2 

10-49 90 50.0 

50-99 27 15.0 

100-149 12 6.7 

150-199 24 13.3 

200-249 15 8.3 

250-299 6 3.3 

300-349 l 0.6 

350-399 1 0.6 

iIコk呈ロl' 180 100.0 
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図5 内間御殿全体のフクギ林の推定樹齢の散布図

E 東江御殿内のフクギ林の樹高・DBH・推定樹齢

この地区で測定した樹木数は、合体木(2本)を除くと、全部で

28本で、あった。平均樹高は 11.l8mで、うち最小樹高は 2.38m

最大樹高は 18mとなっていた。5つの地区の中で、この地区に最

も高い樹木があった。

次に、 DBHについてみると、平均は 36.38cm、最大は 73.7cm、

最小は2.5cmとなって、それらのデータから樹齢を計算すると、そ

れぞれ平均145年、最大は294年、最小は10年と推定された(表

4、5)。

推定樹齢の数値を 50年刻みで、その分布を調べてみると、以

下のようになっていた。 1O~49 年5木、 50~99 年 4 木、 100~ 149

年 3 本、 150~ 199 年 1 3 木、 200~249年 2 木、 250~299 年 3 本。

データに見られるように、この地区では 150~199 年の樹木が全

体の44%を占めていた。この地区における200年以上のフクギ巨

木は合計5本、樹齢の高い)1慎に並べると、 294年、 274年、 256年、

208年、 200年となって、 l本(294年、 1718年頃植栽か)を除いて、

1737年以降に植栽されたもの、と推定できる(図的。

W 西江御殿内のフクギ林の樹高・DBH・推定樹齢

この地区で測定した樹木数は全部で 21本で、あった。平均樹高

は10.76mで、うち最小樹高は4.36m、最大樹高は 14.5mとなって

いた。

この地区の DBHの平均は 46.33cm、その最大は 87.5cm、最小

は 4.2cmで、それらのデータから樹齢を推定すると、平均で 185

年、最大は 350年、最ノトは 16年となっていた(表 6、7)。

推定樹齢の分布を50年刻みで整理すると、以下のようになって

いた。 1O~49 年 3 本、 50~99 年 2 木、 100~149 年 l 木、 150~

1 99 年 2 木、 200~249 年 B 木、 250~299 年 3 木、 300 年以上 2

本(図 7)0200~299 年内の樹木が全体の 52%を占めていた。 こ

の地区には 200年以上のフクギの本数が、東江御殿より多くみら

れる。また、この地区には300年、 350年と内問御殿全体で最も古

いフクギ巨木が存在していた。350年のフクギ巨木は、 2012年 9

月の台風で、 上部の芯が折れてしまって、その樹高も 6.55mと低

くなっているが、 2009年 11月 12日に測定したときには、樹高は

13.4mもあった。

樹齢の分布からみて、 300年(1712年頃植栽か)と 350年(1662

年頃植栽か)の2本のフクギを除いて、この地区のフクギの 90%

が、樹齢255年以下であることから、その多くが 1750年代以降に

植栽されたと推定できる。
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表4 東江御殿内のフクギの樹高・DBH・推定樹齢(2013.3.2調査データ)

樹木No. 樹高(m) DBH(cm) 推定樹齢 備考

6.2 13 52 

2 9.38 23.7 94.8 

3 12.8 52~2 208.8 

4 9.93 38.5 154 

5 12.11 43.7 174.8 

6 12.62 49.5 198 

7 11.55 35 140 

8 11.11 42.6 170.4 

9 12.52 48.2 192.8 

10 11.79 47.8 191.2 

ll(I) 10.3 32.9 131.6 
合体? 樹高1.15mから枝分かれ。この地点での直径は69.8cm。

11② 10.25 47.3 189.2 

12 11.7 41.3 165.2 

13 12.32 43.7 174.8 

14 12.9 458 183.2 

15 16.1 50.1 200.4 !樹事iま2009年11月12日測定

16 13.9 73.7 294.8 |樹高lま2009年11月12臼測定

17 13.88 44.2 176.8 |樹高lま2009年11月12日測定

18 18 64.2 256.8 ImA;1立2009年11月12日測定

19 13.8 10.4 41.6 

20 13.32 23.2 92.8 

21 3.9 5 20 

22 2.38 2.5 10 

23 3.3 4.5 18 

24 11.21 30.5 122 

25 4.2 5.7 22.8 

26① 13.4 41.7 166.8 合体つ 樹高50cmで直径87.5cm、樹高1mで直径83.5cm、樹高3mから枝分かれ。

26(2) 15.3 41.7 166.8 

27 16.8 68.7 274.8 

28 8.6 20.1 80.4 

注)合体木は同じ本数として数えている。

表5 東江御殿内のフクギの樹高・DBH・推定樹齢の最大・最小・平均(N=30)

範囲 最小 最大 平均

樹高(m) 2.38 18 11.18 

Ds卜1(cm) 2.5 73.7 36.38 

推定年齢 10 294.8 145.5 

注)N=30は合体木の 2本を含めた数値である。
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。
10-49 50-99 1α)-149 150-199 2∞-249 250-299 

推定樹齢

図 6東江御殿内のフクギの推定樹齢別本数分布(合体木2本を含む)

表6 東江御殿内のフクギの樹高・DBH・推定樹齢(2013.3.2調査データ)

街木No. 割高(m) DBH(cm) 推定街宣言 備考

11.3 54.5 218 

2 12.3 56.5 226 話1~1 .4 mで ;~IJ定。つる性織物が幹に巻ぎ付いているため5cmをマイナス 。

3 12.7 56.5 226 

4 14.5 53.3 213.2 つる性植物が幹に巻き付いているため4cmをマイナス。

5 13.5 41 164 つる性植物が幹に巻き付いているため2cmをマイナス。

6 13.9 40.6 162.4 

7 11 .8 55.5 222 

B 6.55 87.5 350 2012年9月の台風で・上部の芯が折れた。2009年11月12日測定時には樹高13.4m。

9 12.8 63.9 255.6 

10 14.1 73.5 294 

11 13.5 58.4 233.6 

12 14.3 62.2 248.8 

13 11.26 75 300 幹にコブがあるため、樹高80cmで汲IJ定。

14 12.4 54.6 218.4 

15 11.7 62.5 250 

16 10.5 28 112 

17 7.9 14.2 56.8 

18 5.8 13.2 52.8 

19 4.36 4.2 16.8 

20 4.77 7.5 30 

21 6.2 10.5 42 
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表7 西江御殿内のフクギの樹高・DBH・推定樹齢の最大・最小・

平均(N=21) 
表8 東江御陵周辺のフヲギの樹高'OBH'推定割鈴(2013.3.2調査デ一世}

工頁目 最小 最大 平均

樹高(m) 4.36 14.5 10.76 

Ds卜I(cm) 4.2 87.5 46.33 

推定樹齢 16.8 350 185.3 

本
数 4

。
1()'49 5()'99 1∞ー149 150.199 2∞・249 250.299 3∞.349 350以上

推定樹齢

図7西江御陵肉のフクギの推定樹齢別本数分布

V 東江御殿周辺のフクギ林の樹高・DsH・推定樹齢

この地区は東江御殿の南、東、北側を取り囲む所で、沖縄の名

木サガリパナ、東江ウビジノレ、東江の井戸などがある。他の場所

より面積が広い。

測定したフクギの木数は合計 108本で、調査地区内で最も多

かった(表8)。測定した 108本の平均樹高は5.72mで、その変動

は最大 14.6m、最小1.63mとなっている。DsI-Iの平均は 12.55cl11

で、その最大値は 57.5cl11、最小値は 1.6cmとなる。これらのデー

タから樹齢を惟定すると、平均で 50年、 最大は 230年、最小は6

年となった(表9)。

樹齢の分布についてみると、 5~9 年が 4 本、1O~49 年が 73 木、

50~99 年が 13 本、 100~1 49 年が 7 木、 150~199 年が 8 木、 200

~249 年が 3 本となって、 1O~49 年に全体の約 70%近くが集中

している(図 8L 100年未満の樹木が全体の 83%を占めているこ

とから、この地区のフクギ林は、他の地区よりかなり若し吃いえる。

この地区で200年を超えるフクギ林は、 古い順で230年、 225年、

211年の3木のみで、その樹齢から 1782年以降、植栽されたもの

と推定される。

樹木N。 省高(m)

65R 

2 573 

57 

4 644 

5 91 

6 127 

7 11 

自 1018 

自 自74

10 953 

11 866 

12 938 

84 

14 767 

15 623 

16 378 

17 492 

18 262 

19 31 

含白 27 

21 711 

22 487 

2 522 

24 29 

25 5.92 

26 41 

27 91 

28 374 

空自 329 

30 366 

31 481 

32 26 

33 5 

34 4.71 

35 535 

36 614 

37 7 

38 607 

39 452 

4 6日5

41 705 

42 123 

43 11.49 

44 11 18 

45 5.49 

4 401 

47 451 

4 509 

4 ? O? 

50 348 

51 445 

52 279 

53 796 

54 4.43 

55 389 

OBH(om) 樹齢 信考

33 i 1324 

272 1088 

112 

272 1088 

381 1524 

474 1896 

405 162 

305 122 

52.9 211 6 

478 1912 

405 16 

441 1764 

43 ! 174 

147 588 

13 52 

45 18 

62 248 

26 104 

5 20 

4 161 

121 512 

7 30 

89 356 

32 12.8 

13.4 53.6 

58 232 

177 70.8 

59 236 

43 17 

自? 244 

7 288 

3 ? 

28 112 

6 24 

84 33.6 

9.3 372 

13 5 

1 52 

56 224 

10o 424 

143 57 

21.4 856 

26.7 1068 

30 120 

9.1 36.4 

48 19 

47 18 

5 23 

18 7 

3.2 128 

5.4 216 

33 13.2 

171 684 

7.6 30.4 

4 184 

9 
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56 466 5.5 22 

57 6.77 8.8 352 

5A 404 4.3 112 

59 592 7.7 308 

60 431 54 216 

61 48 62 248 

62 342 37 1空且

63 421 53 212 

64 41 37 148 

65 3.16 27 10.8 

66 546 8.4 33.6 

67 4.21 。 20 

68 2.11 6.5 26 

69 4.1 5.3 212 ヰされ気味

70 5.83 6 24 

71 5.03 5.3 212 

72 5.6 7 28 

73 298 3.5 14 

74 42 55 22 

75 146 57.5 230 

76 395 4 172 

77 508 67 268 

78 39 4 16 

79 574 81 324 

自白 1025 21 84 

81 971 195 78 

82 11.9 56.4 225.6 

83 215 2.3 92 

84 2.36 2.6 10.4 

85 6.2 6.3 252 

86 4.58 4.4 17.6 

87 5.57 7.8 312 

88 4.61 7.4 29.6 

89 5.37 6.3 252 

90 527 8.9 35.6 

91 11 393 1572 

92 426 47 188 

9 306 3 12 

94 535 66 264 

95 4.48 6 24 

自由 706 78 _JJ 2 

97 762 13 ill 

9且 36自 5 2_1 2 

99 4.11 5.9 23.6 

100 5.02 7.4 29.6 

101 5.11 7 28 

102 7.74 8.7 3<.8 

103 6.33 9.2 36.8 

104 4.45 7.2 28.8 

105 6.07 9.2 36.8 

106 59 6.8 272 

107 273 2 92 

108 163 16 64 

表9 東江御殿周辺のフクギの樹高・DBH.推定樹齢の最大・最

小・平均(N=108)

項目 最小 最大 平均

樹高(m) l.63 14.6 5.72 

DB卜1(cm) l.6 57.5 12.55 

推定年齢 6.4 230 50.2 

80 
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n
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30 
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10 

5-9 5品99 1∞149 150-199 2∞249 
推定樹齢

園8東江御廠周辺のフクギの推定樹齢別本数分布

1ι49 

VIカ二マルクカー・イーソーワスマシヌウカ一周辺のフクギ林の

樹高・DBH・推定樹齢

この地区は東江御殿と西江御殿の聞の西側道路沿いにあって、

その中に井戸が2か所ある。

測定した樹木は全部で 11本で、あった。測定した 11木の平均

樹高は 10.06m、最大は 13.8m、最小は6.7mで、あった。DBHの平

均は 23.93cm、最大は 52.2cm、最ノトは9.7cmで、あった。これらの

データから樹齢を推定すると、平均が95年、 最大が208年、最ノj、
が38年となった(表 10、11)。

測定した樹齢の分布をみると、1O~49 年が l 本、 50~99 年が 7

本、 100~149 年が l 本、 150~199年が l本、 200~249 年が l

本となって、全体の 72%が 100年未満の樹木で、占められている

(図的。この地区で最も古いフクギは208年で、この樹齢から植栽

年代を 1804年と推定した。
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表10 井戸周辺のフクギの樹高・DBH・推定樹齢(2013.3.2調査データ)

樹木No. 樹高(m) DBH (cm) 推定樹齢

12.6 52.2 208.8 

2 13.4 46.7 186.8 

3 8.26 15.1 60.4 

4 7.63 17 68 

5 6.7 17.4 69.6 

6 8.4 13 52 

7 7.24 9.7 38.8 

8 10.74 22 88 

9 11.13 20.3 81.2 

10 13.8 25.4 101.6 

11 10.77 24.5 98 

表 11 井戸周辺内のフクギの樹高・DBH・推定樹齢の

最大・最小・平均(N=11)

項目 最小 最大 平均

樹高(m) 6.7 13.8 10.06 

DBI-I (cm) 9.7 52.2 23.93 

推定年齢 38.8 208.8 95.7 

本
数 4

1ι49 5ι99 1∞.149 150-199 2∞249 
推定樹齢

図9井戸周辺肉のフクギの推定樹齢別本数分布

備考

1.6mで測定

1.6mで測定

VII西江御殿後方のフクギ林の樹高・DBH・推定樹齢

この地区は西江御殿屋敷の後方にある。東側に西江ウビジル

がある。

測定した樹木は全部で 10本になる(表 12)。測定した 10本の

平均樹高は 5.71m、最大は 13m、最小は 2.28mで、あった。DBH

の平均は 11.18cm、最大は5臼2.3clαm臥n払、 最ノH、吋lはま2.7冗cmで

らのデ一夕カかミもら1拍粘樹古香針ft齢を推定すると、平均が44年、最大が 209年、

最小が10年となった(表 13)。

測定した樹齢の分布をみると、1O~49 年が 8 本、 50~99 年が l

本、 200~249 年が l 木となって、全体の 80%が 50 年未満の樹

木で占められている(図 10)。この地区で最も古いフクギは209年

で、この樹齢から植栽年代を1803年と推定した。
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表 12東江御殿内のフクギの樹高・DBH・樹齢(2013.3.2調査データ)

樹木N。 樹高(m) DBH(cm) 縫定樹齢 。首考

11.8 52.3 209.2 

2 4.03 4 16 

3 5.06 4.5 18 

4 3.05 3.1 12.4 

5 4.4 5.5 22 

6 2.28 2.7 10.8 

7 3.39 4 16 

B 4.78 7 28 

9 5.32 7.7 30.8 

10 13 21 84 

表 13西江御殿後方のフクギの樹高・DBH・推定樹齢の最大・

最小・平均(N=10)

項目 最小 最大 平均

樹高(m) 2.28 13 5.71 

DsトI(cm) 2.7 52.3 11.18 

推定年齢 10.8 209.2 44.7 

本
数 4

。
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VJ[調査のまとめ

1.結果及び考察

本調査では便宜上、東江御殿、西江御殿、東江御殿周辺、カ

ニマノレウカー・イーソーウスマシヌウカ一周辺、西江御殿周辺の 5

つの地区に分けて、各地区の1m以上のフクギの毎木測定を行っ

た。その結果、以下の事実が明らかとなった。

第 lは、 5つの地区のフクギ樹木の年代がそれぞ、れ違っている

ことである。

5つの地区で最も太い幹のフクギが見られるのは、西江御殿の

場所である。ここには 3本のフクギ巨木があるが、その幹の Ds卜!

から 294年(1718年頃の植栽)、 300年(1712年頃植栽)、 350年

(1662年頃植栽)と推定できる。

商江御殿の次に最も古い年代のフクギが出現する所が東江御

殿である。ここでは294年(1718年頃の植栽)のフクギ巨木が l本

だけ般認できる。

その他の場所での最も古い年代のフクギは、東江御殿周辺が

230年(1782年頃植栽)、カニマノレウカー・イーソーウスマシヌウカ

一周辺が208年(1804年頃植栽)、西江御殿後方が209年(1803

年頃植栽)となっている。

以上の事実から、古い年代のフクギが、西江御殿→東江御殿

→東江御殿周辺→カニマルウカー・イーソーウスマシヌウカ一周

辺・西江御殿後方の順に、存在することが認められる。そして内

問御殿におけるフクギ樹木の存在が1600年代まで遡ることが、西

江御殿の事例から推定できる。

第2は、 全ての地区で、 1730年代中頃以降、フクギ林が計画的

に列状植栽されてしも事実が読み取れることである。

東江御殿には、合体木(2本)を除いて、合言1-28本のフクギが存

在する。その中に 200年以上のフクギ巨木が合計 5本ある。それ

らを樹齢の高い順に並べると、 294年、 274年、 256年、 208年、

200年となる。294年(1718年頃植栽か)を除くと、その他は 1737

年以降に植栽されたものと推定できる。

次に西江御殿には、合計21本のフクギがある。その中の294年、

300年、 350年の3本のフクギを除くと、その他の樹木は255年以

下である。その年代を遡ると 1757年に行き着くので、それ以降に

多くのフクギが植栽されたと推定できる。

その他、東江御殿周辺(1782年以降植栽)、西江御殿後方

(1803年以降植栽)、プJニマルウカー・イーソーウスマシヌウカ一

周辺(1804年以降楠栽)の事例から、1730年代後半以降が内問

御殿におけるフクギ林植栽の歴史的エポックになっていることが

jつカλる。

1730年代l仁:判|

屋敷林を中心とした植栽運z窃動到劫Jが大々的に実1施庖されていつたH時奇代
である。この時期1に造成されたフクギ屋敷林や村抱誰(風水環境

を保全するための村を取り囲む林帯)は、本部町の備瀬集落、渡

名喜島、多良間島、今帰仁村ーの今泊集落など、で、既に確認され

ている。禁iAtをリーダーとした王府のこのフクギ林造成事業が、網

目状集落の形成や農村の土地改革など、とセットで、実施されてい

たことは、歴史事実として、これまでの研究成果から確認できる。

これらの歴史動向の中で、内問御殿のフクギ林も造成されてい

った、と推察できる。その根拠は、 1730年代中期以降に計画的に

列状に植栽されたとみられるフクギ樹木の数が多いことである。

『球陽M巻九、尚貞王 38年)によれば、西原間切の農民が尚
円王を追慕して、 1706年に新たに茅葺の神殿を建てたという。こ

のころには、フクギの数は少なく、西江御殿の周辺に散在してい

たであろう。それが尚敬王が 1737年に西江御殿の改修を命じた

ときから、フクギの植栽も計画的に進められていった、と考えられ

る。このH寺期に建物は瓦葺に改められ、屋敷の周辺には竹垣が

めぐらされたとしづ(W球|場』巻十三、尚敬王 25年)。さらに翌年の

1738年には、東殿の竹垣が石灰岩の切石積みに改造されている

(名嘉、 1983)。
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2.フクギが選定された理由

なぜ、数多い樹木の中で、フクギが屋敷林として選抜されたの

か。その大きな理由はフクギの多機能性にある、とみられる。

フクギ属は、 世界の熱帯地域に約 250種ある、と言われている。

沖縄にあるフクギは 1種類のみで、その学名は Carcuua

subelliptiヒ3 となってし、る。この1重j頁は、もともと沖i沌オ豆島にあった

木ではなく、他所から移入して摘えたものである。:f)J島住彦著『琉

球植物誌~( 197 5) では 、 八重山諸島に野生種が見られる、として

いる。沖縄本島やその周辺離島には、もともとフクギの自生はみ

られないので、おそらく近世期の琉球王国時代に、八重山諸島

辺りから種子を取り苓せ、各地に増やしていった、と考えられる。

沖縄にあるフクギは、 人間にとって実に多くの効用を備えている。

葉が肉厚で直根'生であるため、台風や潮風や津波に強い。太い

幹は建築材になる。実際、渡名喜島・与那国島では、このフクギ

で、作った家(柱・桁材など)がまだ健在である。切り倒しても、彼か

ら萌芽して成長を続ける、生命力の強い木である。 業が r~J厚でii'玲

が固いため、火に強く、昔から屋敷聞の延焼を食い止める防火林

として重宝がられていた。皮・業からは黄色い染料がとれる。実も

食べられる。何よりも、この木が長寿であることである。これまで調

べた中で 400年を超すフクギが、奄美大島の北東に位置する喜

界島に存在する。金武町の金武観音寺には、およそ350年のフク

ギが境内の正門入口付近に鋒え立っている。このような長寿の木

は、琉球列島ではめったに見られない。

このフクギの多機能性の中から、先人達は、それぞれの効用を

見出し、それを屋敷林として、活用していった、と考えられる。

3.フクギ林保存のための若干の提言

今後、内問御殿の歴史景観を保全するに当たって、これらの

史跡の重要な桝成要素の]つであるフクギ林のメインテナンスを、

どのように考えたらいいのか。ここでこれらの課題について、若干

のコメンツを付しておきたい。

現在、内問御殿には、高さ 1m以上のフクギの木が 180本(合体

木を含む)存在する。それらの中には、戦災で一部の幹が焼けた

と思われる木が数 卜本もある。これらの一部空1同化した木には、

シロアリのようなキクイムシなどが住み着いている可能性がある。

薬剤散布などによる虫害からの樹木の保護対策を考える時期に

きているのではないだろうか。

もう1つ緊急、の課題として、指摘しなければならないことは、ツノレ

他物によるフクギの幹への巻き付けである。とくに、西江御殿には、

オオイタビによって巻き付けられたフクギが数多くみられる。中に

は幹から枝葉にかけて、全体がオオイタビで被われ、その影響で

木の樹勢が衰えているのもある。フクギの巨木を保護するのであ

れば、早急にツル他物の除去作業を行うべきで、ある。

3つ目の課題は、フクギ林の世代交代についてである。現在、

数百年以上、生き続けているフクギの木も、いつかはその寿命が

尽きる時期!が来る。過去の調査データからみると、内問御殿には、

メスのフクギの木が数十本存在する。 それらの木は8~9月ごろに

なると黄色い実をつけ、その後、落下して芽吹いてくる。これらの

実生苗木を次世代の内間御殿のフクギとして保育し、増やしてい

くことも大事なことである。こうしたフクギの木の命をつなぐ取り組

みは、史跡保存だけではなく、未来を担う子供たちの歴史環境教

育にもつながってしくだろう。

lX内聞御殿のフクギ林伐採問題

2015年 6月下旬頃、県内のフクギ巨木調査で西原町にある内

問御殿を訪れた際に、推定樹齢 200年以上のフクギの巨木が、

根元や幹の中途から切られている光景を固にしてl唖然とした。す

ぐに町文化財係に問し、合わせたところ、フクギの根上がりで石垣

の形が崩されているとの理由と、西側のフクギが台風時に倒れる

危険があるとの周辺住民からの苦情などがあって、伐木・鄭定を

行っているとしウ。

|自T文化fJl~から入手したフクギ林の伐採計画図(図 11 ) をみると 、

「樹高約2.6mの位置で拐定」するのが5木、「恨元まで伐採Jする

のが 12本、「現定」木が 34本となっていて、そのほとんどが東江

御殿周辺のフクギ林に集中している。とくに東江御殿の石垣内の

フクギ巨木はすべて「関定」の対象になっているのである。すでに

東江御殿の;1ヒ側にあるフクギ巨木5本は、 一部は根本(道路沿い

の木)から、また他のフクギは2.6mの高さで伐採されている。東江

御殿北側IJ(石垣の外)の伐採されたフクギは健全な木で、地上高

30cmの直径が 68cm(推定樹齢 200年)もあった。道路沿いの伐

採木(推定樹齢 200年)は根本から切られているが、その伐棋を

みると、 一部小さな空洞が見られるものの、今すぐに倒木の危険

性があるとは考えにくい。なぜこれらの木を切る必要があったのか。

その理由が明確でない。石垣破壊との関連も|慶l沫である。

現在の状況をみると、計画どおりに伐木・到定が行われていて、

かつての聖域の神々しい景観は消えてしまっている。東江御殿

内には数百年を越える巨木が林立していて、中には南門口から

入って右側角に雌雄が合体した貴重な巨木(地上高 30cmの直

径 91.4cm、DBH82.5cm、樹高 14.52m)が存在するが、それも無

残に枝葉が切り落とされている。このようなやり方は、歴史文化景

観の保存を定めた「文化財保護法J(第 134条)や景観法(第 28・

29条)の趣旨にも反する行為ではなかろうか。

フクギが根上がりし石垣を壊しているため、それを防ぐために伐

採を行っているのが理由の1つに挙げられている。しかし、フクギ

の根がどれだけ石垣に影響を与えているのか、科学的に調べら

れた形跡はほとんどなく、ただ造園専門家(整備委員の1人)の思

い込み判断で伐採が進められていることに驚きを禁じ得ない。ま

た一部には、 地震で壊れた石垣も見られ、本当にフクギの根上り

だけが主原因なのか、真相は不明のままである。

梢や枝葉を切られたフクギは、生き延びるために、枝葉が左右

に暴れ出し、その樹形を維持するために、根を広げてして。それ

を防ぐために定期的に枝葉を切ることになれば、その木は盆栽化

してして。そうなれば、かつての神々しい内問御殿の景観は破壊
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され、単なる民家の盆栽景観に変わっていくだろう。また切られた

フクギの切り仁l からは、腐朽菌なと守が入って、 ji!~宇の空洞化や樹勢

の劣化を促進する原因にもなるだろう。

2013年に我々が行った内問御殿の調査では、高さ1m以上の

フクギは全部で180本あった。その内、東江御殿では28本、西江

御殿では 21本の巨木が確認できた。これらの中には推定で 300

年のフクギ巨木もあるが、それらの多くは、推定樹齢から 1730年

代後半以降に植栽されたもので、あることが分かった。尚敬王代の

1738年に東殿の竹垣が石灰岩の切石積みに改造されているの

で、それ以降にフクギも植栽されたものと推定している。

なぜ、このような歴史的な景観木を簡単に切るのだろうか。問題

の一つは、この事業の決定機関である整備委員会の構成メンバ

ーの在り方である。その中には、植物社会やフクギの歴史を説明

で、きる専門家が入っていなし、(伐採が問題化した後、 植物社会学

の専門家を委員に入れている)。これでフクギを含めた植物の存

在意味や石積みとの共存について、学術的な議論ができるだろう

tJ、。

内問御殿の植生は、県教育委員会の調査で、低地林としての

学術的価値が高いとされている。同御殿の植物相を調査した仲

田栄三氏(植物社会学)は、 貴重な常織広葉樹の二次林の組物

自然の原型の保存を提言している。このような場所を安易に切っ

ていいのか。

『沖縄県社寺・御緑林調査報告書ll1l(l977年)・『西原IIIT"内

間御殿の嫡物相と植生11(1999年)によれば、 高木層にハマイヌ

ビワ、アカギ、キーノレンカンコノキ、ホノレ卜ノキ、オオパギ、亜高木

層にクスノハガシワ、フトモモ、モクタチバナ、クチナシ、タイワンウ

オクサギ、低木層にナガミボチョウジ、 モクタチバナ、 リュウキュウ

チク、フクギ、ハナシンボウギ、革本層にナガミボチョウジ、モクタ

チバナ、タブノキなどが出現し、都会の中にあって低地林としての

学術的価値が非常に高いと指摘している。中にはハナシンボウギ

のような賞重種などもみられる。

これらの植物種も一部刈り払われ、 また東江御殿の東側のアカ

ギ・プjジュマルなと'の巨木も石垣を壊す存在として切り捨てられて

いる。特に東江御殿の北側は石垣の修復のための器材置き場に

なっていて、その場所で、見られた貴重種のハナシンボウギは消え

てしまっている。また東江御殿の東側一帯は我々が調査した時

点では、フクギの幼木が生育していて、 他の樹種(アカギなど)と

の混交林が成立していたが、今では人為的に破壊されて、かつ

ての聖域の面影はもう見られない。一体これが、文化財を保護す

る立場のノ¥.tJ>やる行為だ、ろうか。

私(イ中間)は基本的には、ここのフクギ林を含めた森林は、聖域

保全を第一に考えて、可能な限り自然の状態で保存すべきだと

思う。石積みや倒木の危険があるなら、その原因を科学的に調査

し、石垣も他生も共存できるベストな対策を立てるべきである。

数百年も生き続けてきたフクギ巨木は、歴史の生き証人である。

その命をそのままの状態で、次世代につなぐことこそ、文化財に携

わる人の責務ではないか、と思う。

このような伐採行為が安易に行われる背景には、それを取り締

まる法律が未整俄であることに大きな原因がある。日本国内には

歴史文化景観の保存を定めた「文化財保護法」や「景観法」など

があるが、それらが地域レベルでより有効に機能するためには、

各自治体に罰則規定を含くむ「歴史景観保全条例jのようなもの

が必要不可欠だが、今のところこのような法令(一部、渡名喜村に

フクギ保全のための景観保全条例があるが、罰則規定はなし、)は

なく、無法地備になっているのが現状である。

川崎iH県は観光産業で、成り立っている。このような歴史景観は貴

重な観光資源の1つでもあり、また地域信仰の聖域として人々の

精神的な支えとなる大切な場所でもある。これらの歴史景観地区

を厳正に保存し生かすための法整備が早急に求められているの

である。
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X 写真でみる内間御殿の景観

1 伐採前の景観(2013年 3月)

写真 1 内聞御殿(東江御殿)の道路入口のフクギ並木

写真 2欝蒼としたフクギ林に固まれた東江御殿

写真 3フクギ林に固まれた東江御殿の拝殿

写真4東江御殿の拝殿の西側のフクギ林

写真 5東江御殿の拝殿の北東角にある最大のフクギ巨木

(中央、推定樹齢 294年)
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写真6東江御殿南門入口から右側東角のフクギ合体木

(根元直径 91cm、樹高 15m、右側が♂、左側が♀)

右側の♂が左側の♀を抱いて立っている。珍しい

形であるが、フクギではよく見られる形態である。

2 伐採後の景観(2015年 6-7月)

写真 7東江御殿の拝殿後方のフクギ林

関定され透けてみえるようになった。

写真8窮定された東江御殿の拝殿の後方のフクギ林。

写真中央のフクギ(推定 100年以上)は約 3mの高さ

から切られている。拝殿の後方の植生は剥ぎ取られ、

貴重種のハナシンボウギは消滅した。

写真 9東江御殿の拝殿の西側

道路に沿って垂直に真定されている。
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写真 10東江御殿の道路入口の勇定されたフクギ林

右側にサガリバナの老木がある。

写真 11 伐採されたアカギの巨木(東江御殿の東側)

写真 12植生が剥ぎ取られた東江御殿東側の景観

中央にアカギの伐根跡、が見える。
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